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市
外
畠
囎
琴

　
十
日
町
地
域
（
十
日
町
市
・

川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村
）

の
市
外
局
番
が
、
十
二
月
六
日

午
後
二
時
か
ら
統
一
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
十
日
町

地
域
内
で
電
話
を
す
る
場
合
は

市
外
局
番
を
回
す
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
十
日
町
地
域
以
外
か
ら
、
自

宅
へ
電
話
す
る
と
き
は
、
従
来

ど
お
り
全
部
回
し
て
く
だ
さ
い
。

中
里
村
の
市
外
局
番
〇
二
五
七

中
里
村
の
市
内
局
番
　
六
三

四
月
一
日
騰
講
一
月
琶
牛
日

ス
パ
類
轟
タ
鎌
講
儀
や
め
て

　
県
で
は
、
ス
パ
イ
タ
タ
イ
ヤ

の
使
用
に
伴
う
道
路
の
損
耗
や

生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
心

配
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当

面
の
施
策
と
し
て
「
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
不
使
用
に
関
す
る
実
施

要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
綱
の
趣
旨
は
、

一
、
四
月
一
日
か
ら
十
一
月
三

　
十
日
ま
で
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ

　
ヤ
を
使
用
し
な
い
。

二
、
右
記
の
期
間
外
で
も
で
き

　
る
だ
け
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に

　
替
え
て
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を

　
使
用
す
る
。

　
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

催
し
漁
諭
ぱ
恥

　
　
　
上
越
新
漉
線
開
巣
一
周
年
記
念

　
上
越
新
幹
線
開
業
一
周
年
を

記
念
し
て
、
十
一
月
十
二
日
～

十
五
日
の
四
日
間
、
越
後
湯
沢

駅
前
の
特
設
会
場
で
、
芸
能
祭

観
光
展
、
物
産
展
な
ど
が
催
さ

れ
ま
す
。

★
芸
能
祭
（
十
二
日
～
十
三
日
）

　
十
二
日
ω
午
後
一
時
～
三
時

　
田
代
神
楽
座
、
さ
ざ
な
み
会

　
出
演
、
十
三
日
㈲
午
前
十
時

　
～
十
二
時
、
田
代
神
楽
座
、

　
さ
ざ
な
み
会
出
演

　
ま
た
、
ゴ
ル
フ
レ
ッ
ス
ン
、

ミ
ニ
S
L
コ
ー
ナ
ー
、
ゴ
ー
カ

ー
ト
コ
ー
ナ
i
、
菊
花
展
、
写

真
展
な
ど
子
ど
も
か
ら
お
年
よ

り
ま
で
楽
し
め
る
催
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ぜ
ひ
、
行
き
ま
し
ょ
・
駕

新
潟
県
最
低
藁
釜
決
ま
る

　
　
、
噸

　
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
す
る
新
潟
県
最
低
賃

金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
日
三
千
百
五
十
一
円

　
（
た
だ
し
、
時
間
給
の
労
働
者

　
は
、
一
時
間
三
百
九
十
四
円
）

★
効
力
発
生
日

　
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
三
日

市
揚
轟
藤
懸
．

　
　
卸
売
市
損
創
唖
叢
周
年
記
念

　
十
日
町
御
売
市
場
創
立
十
周

年
を
記
念
し
て
．
市
場
ま
つ
り
”

が
開
か
れ
ま
す
。
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マ
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★
日
時
　
十
一
月
十
三
日
㈲

　
　
午
前
九
時
半
～
午
後
二
時

★
場
所
　
十
日
町
卸
売
市
場

★
催
物

　
o
模
擬
競
売

　
o
盆
栽
、
植
木

　
o
錦
鯉
、
食
用
鯉

　
O
輪
入
果
実
の
試
食
併
用

　
o
水
産
物
の
試
食
併
用

　
O
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
、
甘
酒
サ

　
　
ー
ビ
ス
、
景
品
進
呈
、
子

　
　
ど
も
ゲ
ー
ム
外

交
通
蓼
故
鍍
難
相
談
に

　
　
　
無
鍮
難
応
態
ま
す
。

　
交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
は

左
記
の
相
談
セ
ン
タ
ー
で
ご
相

”ψ

談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員

が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

　
会
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相

　
談
セ
ン
タ
ー

★
時
問
　
午
前
九
時
半
～
四
時
半

　
（
平
日
）
土
曜
日
は
正
午
ま
で

★
住
所
　
新
潟
市
本
町
通
七
ー

　
一
〇
八
二
、
興
亜
火
災
新
潟

　
支
店
ビ
ル
五
階

★
電
話
（
〇
二
五
一
一
）
二
五
1
λ
喜

　
停
露
の
お
知
ぢ
せ

■
十
一
月
十
六
日

　
午
前
八
時
～
午
後
一
時
ま
で

　
新
里
、
原
町
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■インフルエンザ

翻棚瞭瓢戴襟鰭
1箋1呂昌llllll目囎耀／14：00～15：30／貝野

1継ll騰1｛霧欝ター／14：00～15：00／未

　〔第2回目〕　11月24日／清津峡小学校／14：40～15：00／清

　　　　　　　　　　　　津峡保育所児童

■妊婦検診

　11月18日／上村病院／13：30～14100

　12月16日／上村病院／13：30～14：00

■母親学級

　11月18日／上村病院／12：30～1：00／妊娠中の保健

　12月16日／保健センター／8：30～9：00／妊娠中の栄養、

　　　　　　家族計画

■塩分調査

　上山　11月28日～30日

　清津峡（角間、葎沢、小出）11月14日～16日

■肥満教室

　12月7日／保健センター／9：00～
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手軽で楽しい卓球
　　　　　（体協）中里卓球クラブ

毎週金曜日、夜8時から田沢㈲体育

館で練習をしています。平均年齢は35

歳と少し高めですが、若い人も年輩の

人も打ち解け合って楽しく練習をして

います。どなたでも気軽にできますの

で、練習においでください。

連絡先　小林弘規　上山　君2245

バドミントンでシェイプ・アップを

　　　　中里バドミントンサークル

バドミントンサークルでは、サーク

ル員を募集しています。どなたでも大

歓迎です。毎週火曜日、夜8時から田

沢㈲体育館で練習をしています。皆さ

んもバドミントンで汗を流して、運動

不足の解消●とシェイプ・アップしませ

んか。連絡先服部幸重如来寺費3369
テニスでいい汗かこう
　　　　　中里村テニス協会
　“あなたもテニスを始めませんか。

テニス協会では、毎週水・土曜日、夜

7時から田沢㈲体育館で初心者、中級

者に分かれて基本練習をしています。

中・上級者は、村外の大会にも積極的

に参加し、技術の向上を図っています。

連絡先中里村公民館社会体育係麿2493

ホームランをカッ飛ばそう

　　　　　　中里村野球協会
現在、野球協会には16チームが登録

し、年々若い人たちの参加が増えてい

ます。村内の公式試合の他、他市町村

との親善試合、青年大会への参加、公

式審判員の養成などレベルの向上に努

めています。あなたも、どうですか。

連絡先　事務局・桑原秀一　倉2528

バレーボールで仲間の輪を

　　　　　　員野青年会
貝野青年会員18名は、毎週火・木・土

曜の夜8時から貝野㈲体育館でバレー

ボールの練習に励んでいます。村内で

バレーボールをする人は少人数です。

みんながバレーボールに親しみ、中里

村のスポ』一ツの輪を広めましょう。

連絡先　池田芳夫　宮中　a2625
共に汗を流しませんか
　　　“（体憾）バスケットポールクラブ

バスケットボールの練習で、走り回

った後は、実にそう快です。毎週月・

木・金曜日、夜8時から16名の部員が

田沢㈲体育館で練習に励んでいます。

たっぷり汗をかいた後、仲間との水

分の補給はこたえられません。

連絡先　阿部　等　高道山　魯3890

　
運
動
不
足
で
太
っ
て
、
と
い
う

声
を
耳
に
し
ま
す
が
、
仕
事
の
都

合
や
体
力
的
な
こ
と
で
、
運
動
を

し
て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

運
動
も
一
人
で
す
る
の
で
は
な
く

サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体

に
入
っ
た
方
が
楽
し
く
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は

村
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

あなたも打ち込めるものを

剣道で自己の鍛練を
　　　　　（体協）剣道部

毎週火・釆曜日の夜7時から田沢㈲

体育館で練習をしています。現在、会

員は10名で技術の向上を図る一方、剣

道スポーツ少年団の育成にも力を入れ

ています。礼儀を重んずる剣道をした

後は、身の引き締る思いがします。

連絡先　田中良一　田中　雪2879
空手で身体を鍛えよう
　　　　　（体協）空手道部
　“身体を鍛え男らしくたくましくな

ろう、これを合いことばに8人の会員

が、毎週金曜日、夜7時半から田沢㈲

体育館で練習に励んでいます。技を磨

き県大会をめざしてがんばっています。

あなたも、ぜひ、加入しませんか。

連絡先　大口富雄　重地　a4014

楽しいバレーボールを
　　　（体協）バレーボールクラブ

バレーボールは、だれでもできる楽

しいスポーツです。体協バレーボール

クラブでは、会員を募集中です。来春

からは、村内のバレーボールチームと

も連携を取りバレーボールの活発化に

力を入れたいと思っています。

連絡先　上原浩幸　上山　費3280
広大な自然の中でスリルを
　　　　　（体協）スキーチーム清津

12月の初滑りから春スキーまで、毎

月1回の定例スキーを通して会員同志

の親睦とスキー技術の向上を図ってい

ます。また、村内のジュニアスキーチ

ームの指導も積極的に行っています。

初心者大歓迎です。ぜひ、ご連絡を。

連絡先　岡村憲次　魯2365

バレーボールで汗を流そう
　　　　倉俣地区バレーポール愛行会

愛好会では、現在、会員18名で毎週

月・金曜日、夜8時から倉俣㈲体育館

で練習をしています。津南のナイター

リーグにも参加しています。愛行会で

は、バレーボールの輪を広げたいとが

んばっていますので参加してください。

連絡先　島田康広　倉俣　84006
登頂の喜びをあなたにも

　　　　　　清津山の会
　日本勤労者山岳連盟に加盟していま

す。ハイキング、キャンプ、縦走、雪

山、岩登りと活動内容は多彩です。毎

週火曜日に田沢㈲体育館でトレーニン

グをしています。現在28名の会員が和

気あいあい．と山登りを楽しんでいます。

連絡先　富井吉三　田中　魯2810

　
成
人
に
達
し
た
指
導
者
、
若

レ
く
は
責
任
者
の
あ
る
団
体
が

あ
ら
か
じ
め
、
団
体
名
、
代
表

者
名
、
所
在
地
、
会
員
名
簿
、

ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
明
記
し
て
、

学
校
開
放
運
営
協
議
会
（
公
民

館
内
）
へ
申
し
込
め
ば
学
校
解

放
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
度
、
春
と
秋
に
運
営
協

議
会
を
開
い
て
、
利
用
団
体
の

活
動
日
等
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
等
で
活
動
日
以
外
に
学
校

を
利
用
す
る
場
合
は
、
使
用
申

請
書
を
公
民
館
に
提
出
し
て
許

可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　
み
、
、
胴
轄
、
　
　
く

　
利
用
し
て
い
た
だ
く
の
は
、

大
い
に
け
っ
こ
う
で
す
が
、
ア

キ
缶
、
ゴ
ミ
、
火
災
に
つ
な
が

る
タ
バ
コ
の
始
末
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
使
用
し

た
後
は
、
清
掃
等
も
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
モ

ラ
ル
で
す
。

を

入
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
、
ス
ポ
ー
ツ

を
始
め
、
中
里
村
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
活
発
に
し
ま
し
ょ
う
。

の練ううかがのと体　せ十逆悲わ歳でと　なツ全余た　どこ工剣球ボて

ー
§
ー
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今年も元気で老人福祉大会へこられた

　
国
民
年
金
は
、
　
　
　
　
　
　
　
老

後
の
生
活
を
支
え
る
老
齢
年
金
の
他
、
万

一
の
場
合
に
備
え
て
、
障
害
、
母
子
、
遺

児
の
各
年
金
が
あ
り
ま
す
．
い
ま
、
若
い

人
た
ち
の
間
で
耳
に
す
る
こ
と
は
「
こ
れ

か
ら
先
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
杜
会
と
な
り

将
来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
．
」

承
知　　雑　感
の
志中里村国民年金委員会

つ

に　会　長

’　山本キミイさん

へ
の

か

老
後
を
守
る
国
民
年
金

　
”
老
後
”
こ
の
言
葉
は
、
若
い
人
た
ち
に
と

っ
て
遠
い
先
の
こ
と
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
老
後
は
だ
れ
に
で
も
確
実
に
や
っ
て
き
ま

す
。
老
後
を
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
生
活
の

安
定
が
第
一
で
す
。
老
後
の
生
活
と
万
一
の
事

態
に
備
え
て
作
ら
れ
た
の
が
公
的
年
金
制
度
で

す
。
年
金
制
度
を
良
く
理
解
し
、
豊
か
な
老
後

を
自
分
の
手
で
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
羨
き
’
な
■
支
売
　
　
　
τ
　
　
た
こ
と
か
ら
日
本
は
、

　
　
国
民
集
：
，
盗
、

　
人
生
五
十
年
と
は
、
遠
い
昔

の
こ
と
で
す
。
今
や
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
、
男
子
が
七
十
四
・

二
二
歳
、
女
子
が
七
十
九
・
六
六

歳
と
世
界
で
も
有
数
な
長
寿
国

と
な
り
ま
し
た
。
社
会
経
済
の

向
上
と
と
も
に
人
口
の
高
齢
化
、

核
家
族
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

核
家
族
化
に
よ
っ
て
、
従
来
の

子
ど
も
が
両
親
を
扶
養
す
る
と

い
っ
た
意
識
を
薄
れ
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
今
や
私
た
ち
の
老
後
は
、
年

金
制
度
を
な
く
し
て
考
え
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
皆

年
金
制
度
を
と
り
　
会
社
に
勤

め
る
人
も
農
業
を
す
る
人
も
、

す
べ
て
の
人
が
公
的
年
金
制
度

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
中
里
村
の
国
民
年
金
加
入
者

は
二
千
四
．
白
九
十
三
人
で
、
受

給
者
は
、
九
．
白
三
十
二
人
で
す
。

受
給
者
の
内
八
百
七
十
九
人
が

老
齢
年
金
（
通
老
含
む
）
二
十
九

人
が
障
害
年
金
、
十
六
人
が
母

子
年
金
、
八
人
が
寡
婦
年
金
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

年
金
は
、
お
年
寄
り
を
は
じ
め

身
体
の
不
自
由
な
人
、
一
家
の
働

き
手
を
失
っ
た
人
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
大
き
な
柱
と
し
て
な

ヨーシいいコースだ

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

相
互
扶
助
で

　
　
老
後
の
安
定
を

　
公
的
年
金
制
度
は
、
個
人
で

行
う
老
後
の
備
え
を
、
社
会
全

体
の
相
互
扶
助
で
行
う
も
の
で

す
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
物
価

が
上
昇
し
て
も
年
金
が
目
減
り

し
な
い
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た

り
、
生
活
水
準
に
応
じ
た
給
付

水
準
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
、
働

く
若
い
世
代
の
負
担
が
急
激
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
段
階
的
に

保
険
料
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

な
蟹
ノ

ト
と
う
亀
る
の
…

　
満
二
十
歳
に
な
れ
ば
自
動
的
に
、

　
　
　
加
入
者
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
、

固
油
舞
譲
繭
新
嫁
郎
轍
雛

入
手
続
き
が
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

餌
磐
駐
騒
華
籍
鱗
腱

入
し
て
い
な
い
人
は
、
国
民
年
金
の
窓
口
で
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
村
の

場
合
、
二
十
歳
到
達
日
の
前
月
に
公
的
年
金
加

入
の
有
無
を
調
べ
、
国
民
年
金
の
該
当
者
を
把

握
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
ゆ
と
り
が
な
い
。

固
収
珀
纏
繕
動
寿
篠
黎
益
ゲ

精
一
杯
で
保
険
料
を
支
払
う
ゆ
と
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

圏
施
編
篠
舳
羅
難
踊
鎚

れ
れ
ば
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
申
請
免
除
と
い
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
①
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
　
②
国
民
年
金
の
障

害
年
金
（
障
害
福
祉
年
金
含
む
）
母
子
福
祉
年

金
、
準
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
③

ら
い
予
防
法
の
援
助
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は

「
法
定
免
除
」
と
な
り
ま
す
。

一
つ
の
年
金
制
度
で
老
齢
年
金
を

も
ら
え
る
加
入
期
間
が
な
い
。
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と
い
う
懸
念
で
す
。
年
金
制
度
は
、
国
が

つ
ぶ
れ
な
い
限
り
続
く
も
の
で
心
配
は
無

用
で
す
。
ま
た
、
保
険
料
が
高
い
と
い
う

声
も
聞
き
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
保
険
に

比
べ
て
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
安
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
P
R
が
足
り
な
い

の
で
は
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
を

・
愈
”
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
満
受

倉俣
島田熊太郎さん

　
今
年
の
四
月
、
満
六
十
五
歳
を
迎
え
、

待
望
の
老
齢
年
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
働
け
る
内
に
老
後
に
備
え
な

く
て
は
、
と
考
え
国
民
年
金
が
発
足
し
た

と
き
卒
先
し
て
加
入
し
ま
し
た
。
老
後
を

迎
え
、
こ
の
年
金
制
度
は
、
た
い
へ
ん
よ

い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い

た
年
金
は
、
気
の
合
っ
た
仲
間
と
の
旅
行

に
使
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
長
生
き
を
し

て
余
生
を
楽
し
み
な
が
ら
過
し
た
い
。

　
通
算
老
齢
年
金
制
度
と
は
、

職
業
を
変
っ
た
こ
と
な
ど
で
、

幾
つ
か
の
公
的
年
金
制
度
に
一

年
以
上
の
加
入
期
間
が
あ
り
、

次
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
加
入
期
間

に
応
じ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

ω
　
国
民
年
金
と
他
の
公
的
年

金
制
度
の
加
入
期
間
を
合
算
す

る
と
二
十
五
年
以
上
あ
る
こ
と
。

（
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
は
、
十
年
～
二
十

四
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

⑭
　
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年

金
制
度
の
加
入
期
間
を
合
算
し

て
二
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

㈹
　
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年

嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藻
　
鍍
翻

金
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年

金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る

か
、
受
け
る
だ
け
の
期
間
を
満

し
て
い
る
こ
と
。

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
が
で
き

た
の
が
、
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
の
た
め
、
こ
の
日
を
境
に

し
て
、
各
年
金
制
度
の
取
扱
い

が
違
っ
て
い
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
昭
和
三
十
六

年
四
月
一
日
以
前
に
、
加
入
し

て
い
た
期
間
は
、
通
算
老
齢
年

金
受
給
資
格
年
数
に
入
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場

合
は
、
含
ま
れ
ま
す
。

【
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
】

●
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
を

ま
た
い
で
引
継
ぎ
加
入
し
て
い

議

雛

”
舞
照
　
　
　
　
携

国民年金財政は大丈夫

　　　　　　　長岡社会保険事務所
　最近、年金制度に不安を感じる。保険料

を納めてし1ても、将来、年金がもらえない

グ）ではないか。といった声があります。し

かしながら財政的に不安はありません。年

金制度の財政運営には、長期的な見通しの

Lに、Zった検討が必要です。

　また、歳月の経過による当初予定と、実

績のずれも算定しなおさなければなりませ

ん。そのために財政再計算を定期的に行っ

てきました。昭和55年に行われた財政再計

算をノ，匁に、将来の財政状態を試算してみま

すと、昭和65年度までは収入が支出を上ま

わり単位年度収支残も当年度支出の15％程

度確保されますので、給付支払いに困った

り、積立金を取りくずすことはありません。

昭和65年度を例にとりますと、収入が6兆

8千億円、支出が5兆8千億円で、約1兆

円が収支差引残となります。この時点で積

立金は、翌年度給付の1年3カ月分に相当

する、8兆3千億円に達します。この傾向

は、今後3り年以上続きますので、財政的に

決して不安はないのです。

　安定した老後のためにも、安心して保険

料を納付してください。

る
と
き
。

●
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

降
に
会
杜
に
勤
め
、
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
と
き
。
ま
た
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
付
し
て
い
る
か
免
除
を
受

け
て
い
る
と
き
。

【
各
種
共
済
組
合
】

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
を

ま
た
い
で
加
入
し
て
い
る
と
き
。

　
（
例
1
）

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

前
か
ら
継
続
し
て
厚
生
年
金
、

船
員
保
険
、
各
種
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
加
入

期
間
の
全
て
が
通
算
対
象
期
間

と
な
り
ま
す
。

　
（
例
2
）

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

前
に
、
十
五
年
間
加
入
し
て
退

職
し
た
人
で
、
そ
の
後
、
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

付
す
れ
ば
、
こ
の
十
五
年
間
が

通
算
対
象
期
間
と
し
て
生
き
て

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
鴫～瀦

つぎからつぎヘバトンタッチ

固
国
麟
雛
鵜
籍
讐

し
、
そ
の
後
、
十
二
年
間
厚
生
年
金
に
加
入
し

ま
し
た
。
私
の
年
金
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。圏

年
盤
権
縫
鑑
論
輪

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
は

両
方
の
期
間
を
合
せ
ま
す
と
二
十
二
年
間
あ
り

国
民
年
金
か
ら
十
年
分
、
厚
生
年
金
か
ら
十
二

年
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給
手
続
き
は
、
両

方
の
制
度
へ
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

勤
め
を
や
め
た
O
L
の
年
金
は
…

固
い
藷
璽
雛
館
鞭
渋

た
。
夫
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
ま
す
が
、
私
の
年
金
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。圏

入
腰
罫
鴛
臨
讐
鶴

は
任
意
と
な
り
ま
す
。
厚
生
年
金
は
、
原
則
と

し
て
二
十
年
間
加
入
し
な
い
と
老
齢
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、

厚
生
年
金
と
通
算
し
て
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
任
意
加
入

し
な
く
て
も
、
そ
の
期
間
は
「
カ
ラ
期
間
」
と

な
り
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
と
合
計
し
て
二
十

五
年
以
上
あ
れ
ば
、
将
来
七
年
分
の
厚
生
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
国
民
年
金
委

員
、
ま
た
は
、
国
民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
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メ

　
十
一
月
三
日
は
、
文
化
の
日
に
ふ
さ
わ
し
く

芸
術
祭
、
芸
能
祭
、
農
協
祭
が
、
公
民
館
、
田

沢
㈲
学
校
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、
お
お
ぜ
い

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
芸
術
祭
に
は
、

書
道
、
絵
画
な
ど
趣
味
を
生
か
し
た
力
作
が
、

芸
能
祭
に
は
、
年
季
の
入
っ
た
唄
や
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
農
協
祭
で
は
、
野
菜
の
即
売
な
ど
が

行
わ
れ
、
ど
の
会
場
も
ホ
ッ
ト
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

臼
＝
き

盤
隔
’

　　蓼　拶　㍍～一牧
▲唄を歌うのも健康のひけつ

撃
ン

獺
▲大盛況で開店早々品物不足

▲ハチマキ姿も威勢よく

匿
蕪ゼ

麹
．
’
ζ

嚇

▲いや一なかなかのできばえだね一

　　　　　　　　　　蜜7

　　　　　　ロゆゑ
▲逸品ぞろいで思わずためいきカ

認
可
保
育
所
入
所

脱
明
会
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
九
年
度
、
認
可
保

育
所
に
入
所
す
る
幼
児
を
も
つ

世
帯
を
対
象
に
入
所
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

◎
日
時
　
十
二
月
五
日
、
午
後

　
一
時
半
よ
り

◎
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ

　
保
育
所
は
、
保
護
者
の
委
託

を
受
け
て
、
保
育
に
欠
け
る
幼

児
を
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う

な
入
所
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　
保
育
所
へ
の
入
所
の
基
準

一
、
母
親
が
、
外
で
働
い
て
い

て
、
同
居
の
親
族
が
児
童
の
保

育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た

場
合

二
、
母
親
が
日
中
、
家
庭
内
で

労
働
す
る
こ
と
を
常
と
し
、
同

居
の
親
族
が
児
童
の
保
育
を
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合

三
、
母
親
の
死
亡
、
行
方
不
明

庭
で
あ
っ
て
、
同
居
の
親
族
が

等
に
よ
り
、
母
親
の
い
な
い
家

児
童
の
保
育
を
で
き
な
い
場
合

四
、
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ

た
る
疾
病
、
ま
た
は
心
身
障
害

者
が
お
り
、
母
親
が
常
時
看
病

に
従
事
し
、
同
居
の
親
族
が
、

児
童
の
保
育
を
で
き
な
い
場
合

　
な
お
当
日
、
入
所
関
係
書
類

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
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灘
灘
四
欄
僻
鱗

藩
響
藤
院
欝

騨
織
灘

懸
鱗
嬰

鑛
縣
集
」
が
・
＋
二
月
中

灘
麟
旬
謹
搬
砿

灘
難
離
饗

と
を
中
心
に
編
集
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
一
冊
、
八
百
円
で
お
分
け

い
た
し
ま
す
の
で
村
政
事
務
嘱

託
員
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

目
　
次
（
抜
粋
）

★
中
里
村
の
自
然

　
第
一
章
中
里
村
の
大
形
哺

　
乳
動
物

　
第
二
章
中
里
村
の
地
質

★
中
里
村
の
あ
ゆ
み

　
第
一
章
　
中
里
村
に
お
け
る

　
原
始
時
代
編
年
表

　
第
二
章
　
中
里
村
の
遺
跡
を

　
め
ぐ
っ
で

　
第
三
章
「
長
楽
寺
文
書
」
と

　
中
里
村

　
第
四
章
　
村
山
家
の
古
記
録

　
に
み
る
年
中
定
例
行
事

　
第
五
章
　
中
里
の
近
世
俳
壇

　
散
策

冊一に家一

猫ア

第
六
章
　
近
世
に
お
け
る
村

落
区
域
の
成
立

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
十
章

第
士
章

分
離

第
＋
二
章

小
出
温
泉
の
開
発

大
区
小
区
制
と
戸
長

日
清
戦
争
と
民
衆

農
地
改
革
と
中
里
村

廃
物
殿
釈
と
神
仏

中
里
村
の
生
活
と

　
こ
ろ
ど
こ
ろ

　
中
里
村
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

貴
重
な
資
料
と
し
て
一
家
に
一

冊
お
備
え
く
だ
さ
い
。

虎嚢

涌

　
　
　
　
　
　
村

　
十
月
十
日
、
村
内
か
ら
集
ま

っ
た
チ
ビ
ッ
子
選
手
な
ど
二
百

二
十
九
人
が
、
ニ
キ
ロ
、
三
キ

ロ
、
五
キ
ロ
に
分
か
れ
た
マ
ラ

ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
に
出
場

謬
雛
　
・
・
　
．
“

　
　
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
日
ご
ろ
の
成
果
を
、
思
う

　
　
存
分
発
揮
し
て
、
が
ん
ば
っ
て

　
　
く
だ
さ
い
一
と
、
い
う
柳
教
育

　
　
長
の
言
葉
を
胸
に
、
選
手
た
ち

　
　
は
、
田
沢
小
中
グ
ラ
ン
ド
を
威

　
　
勢
よ
く
駆
け
出
し
ま
し
た
。

ち
　
　
一
般
の
人
た
ち
の
参
加
は
、

た
も
　
男
女
合
せ
て
十
四
人
と
少
な
く

と
　
残
念
で
し
た
。
来
年
は
、
ぜ
ひ
、

子す
　
親
子
で
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

出　
　
【
男
子
】

け駆
　
★
三
キ
ロ
（
小
学
生
）

く
　
　
低
学
年

よ勢
　
　
一
位
　
丸
山
剛
三
　
田
沢
㈲

威
　
中
学
年

　
　
　
一
位
　
服
部
公
彦
　
田
沢
㈲

　
　
　
高
学
年

　
一
位
山
田
勝
之
清
津
峡
㈲

★
五
キ
ロ
（
中
学
生
）

　
一
位
　
大
島
里
志
　
田
沢
㈲

★
五
キ
ロ
（
成
年
）

　
一
位
　
村
山
勝
平
田
沢
本
村

★
ニ
キ
ロ
（
壮
年
）

　
一
位
　
村
山
文
夫
　
田
中

【
女
子
】

★
ニ
キ
ロ
（
小
学
生
）

　
低
学
年

　
一
位
南
雲
め
ぐ
み
貝
野
㈲

　
中
学
年

　
一
位
　
樋
口
あ
け
み
田
沢
㈲

　
高
学
年

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
一
位
　
清
滝
陽
子
高
道
山
㈲

★
ニ
キ
ロ
（
婦
人
）

　
（
三
十
五
歳
以
下
）

　
一
位
渡
辺
良
江
山
崎

　
（
三
十
五
歳
以
上
）

　
一
位
　
樋
口
洋
子
　
山
崎

★
三
キ
ロ
（
中
学
生
女
ヂ
）

　
一
位
　
富
井
須
磨
子
田
沢
㈲

　村の将来を託ず　、讐

新村議会議員決まる
　任期満了に件う中里村議会議員選挙が、10

月30日に行われ、即日開票の結果、下記の人

たちが新村議会議員に選ばれました。

　新議員の皆さんは、活力ある中里村をつく

るために4年間にわたってご尽力されます。

　　樋口　新吉　56歳　無新　　白羽毛

　　南雲　宗司　53歳　無元　　程　　島

　　小林　豊政　　59歳　社元　　荒　　屋

　　山田　賢松　　59歳　無新　　下　　山

　　小巻沢春雄　　49歳　　無新　　通『）山

　　吉楽実太郎　　61歳　共現　　田沢本村

　　藤田　宇一　61歳　無元　宮　　中

　　関谷　慈源　　59歳　無新　　田　　中

　　中島　正人　35歳　　無新　　本屋敷

　　服部　繁昭　41歳　無新　　荒　　屋

　　山岸巳之政　　58歳　無現　　堀之内

　　服部十三男　59歳　無新　　田沢本村

　　大島　昭三　　54歳　共新　　倉　　俣

　　斉喜　文平　60歳　　無現　　倉　　俣

　　高井　三郎　66歳　無現　　田　　中

　　斉喜　勝利　59歳　　無現　　倉　　俣

　　服部安二郎　59歳　無現　如来寺

　　吉楽寛三70歳無元上山

　　　上山（老ク）

　　　　　　　優勝に輝く

　ゲートボールがお年寄りの間で流行しはじ

めて早4年目。中里村老人タラブの中では、

目下ゲートボール熱上昇中です。村内のあち

こちでゲートボールを楽しむお年寄りたちの

姿が見られます。

　今年、最後を飾る第2回中里村老人クラブ

ゲートボール大会が、去る10月19日、宮中村

民グランドで開かれ、150人のお年寄りたちが

集まり熱戦を繰り広げました。結果は、上山

老人タラブが連続優勝に輝きました。

L山老1入クラブ

共和会（宮中）

三和会（清津峡地区

績　
』
航
　
し
∠
　
』
人

成
1
2
3

　
　
、
梯

熱
　
　
　
い

』
饗麟　証
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タ
バ
コ
は
村
内
で

　
　
　
大
き
い
タ
バ
コ
消
費
税

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
タ
バ
コ

消
費
税
の
収
入
は
、
二
千
三
百

四
十
四
万
八
千
円
に
達
し
、
村

税
全
体
の
一
〇
・
八
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

．
昨
年
、
村
内
で
消
費
さ
れ
た

タ
バ
コ
の
本
数
は
、
千
五
百
八

万
本
に
達
し
て
い
ま
す
。
タ
バ

コ
消
費
税
は
、
タ
バ
コ
の
価
格

種
類
に
関
係
な
く
、
二
十
本
入

り
一
箱
に
つ
き
三
十
一
円
三
十

八
銭
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
一
ぷ
く
吸
い
な

が
ら
納
め
ら
れ
る
税
金
で
、
村

の
道
路
や
橋
な
ど
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
村
内
で
タ
バ
コ
を
購
入
し
な

い
と
、
こ
の
税
金
は
村
に
入
り

ま
せ
ん
。
出
稼
ぎ
や
長
期
の
出

張
の
際
は
、
ぜ
ひ
、
村
内
で
お

求
め
に
な
っ
て
か
ら
、
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

矯新

　
　
　
　
　
英
　
三

根
津
康
子
さ
ん

税
を
知
る
週
間

　
　
　
十
一
月
十
一
日
～
十
七
日

　
税
金
は
、
国
が
活
動
す
る
た

め
の
た
い
ぜ
つ
な
財
源
で
す
。

こ
の
た
い
せ
つ
な
税
金
の
使
い

道
や
仕
組
み
な
ど
を
十
分
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
正
し
い
申
告

と
納
税
を
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

国
税
庁
で
は
、
昭
和
四
十
九
年

か
ら
「
税
を
知
る
週
間
」
を
設

け
て
税
金
の
相
談
や
主
旨
普
及

に
努
め
て
い
ま
す
。

★
行
事
予
定

膿
三
税
共
同
税
金
コ
ー
ナ
ー

　
十
一
月
十
一
日
轡
．
十
三
時

　
～
十
六
時
　
十
日
町
ラ
イ
オ

　
ン
ド
ー

　
税
金
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
ま
た

は
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
英
三
さ
ん
が
埼
玉
県
の
浦
和

市
の
電
器
メ
ー
カ
ー
で
働
い
て

い
た
時
、
同
じ
会
社
に
康
子
さ

ん
の
お
母
さ
ん
が
働
い
て
い
た

こ
と
か
ら
二
人
は
知
り
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
英
三
さ
ん
が
中

里
村
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、

「
結
婚
ま
で
の
二
年
間
、
毎
月

一
回
は
浦
和
ま
で
車
を
飛
ば
し

毎
日
の
よ
う
に
電
話
を
し
た
。
」

と
い
い
ま
す
。
そ
の
情
熱
が
、

「
商
売
の
家
で
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
。
」
と
い
う
康
子
さ
ん
の
両
親

の
不
安
を
吹
き
飛
ぱ
し
、
五
月

に
め
で
た
く
結
婚
し
ま
し
た
。

　
日
本
一
の
豪
雪
地
に
嫁
い
だ

康
子
さ
ん
は
「
百
八
十
度
、
環

境
が
違
っ
イ
＼
ど
ま
ど
っ
て
い

ま
す
け
ど
、
英
三
さ
ん
が
つ
い

て
い
る
か
ら
。
」
と
、
英
三
さ
ん

に
熱
い
視
線
を
送
り
ま
す
。

　
交
際
中
は
さ
さ
い
な
こ
と
で

ケ
ン
カ
を
し
た
と
い
う
二
人
も

「
い
ま
ぱ
、
不
思
議
な
く
ら
い

し
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
あ
の

二
人
は
仲
が
良
い
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
し
た
い
一
と
、
話
し
て

く
れ
ま
し
た
．
　
　
　
　
、

一人暮らし老人に温かいプレゼント

　村内に65歳以上の一人暮らし老人は

25人います。社会福祉協議会では、一

人暮らし老人のさみしさをまぎらして

いただこうと10月31日、老人福祉セン

ターで昼食会を開きました。集まった

14人は、風呂に入ったり、踊りを見た

りして楽しんでいました。

　
田
沢
本
村
の
鎮
守
様
の
わ
き

か
ら
十
五
分
登
っ
た
所
に
虚
空

蔵
様
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
田

沢
虚
空
蔵
菩
薩
公
園
が
、
農
村

定
住
促
進
対
策
事
業
を
利
用
し

て
こ
の
ほ
ど
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
地
元
田
沢
本
村
で
は
、
公

園
の
完
成
を
祝
い
、
十
月
十
八

おばあさんいっぱい食べてくださいネ

日
（
十
三
夜
祭
り
）
の
夜
、
虚

空
蔵
様
の
境
内
で
カ
ラ
オ
ケ
大

会
を
開
き
ま
し
た
。

　
夜
七
時
半
、
片
手
に
タ
イ
マ

ツ
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

得
意
満
面
で
境
内
に
駆
け
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
カ

ラ
オ
ケ
を
聞
こ
う
と
す
る
見
物

客
、
約
百
三
十
人
が
訪
れ
、
境

内
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
底
冷
え
の
す
る
境
内
も
、
繰

り
広
げ
ら
れ
る
熱
演
に
声
援
が

と
び
交
い
ホ
ッ
ト
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
観
客
の

中
の
一
人
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ

二
日
も
三
日
も
か
か
っ
て
タ
イ

マ
ツ
を
作
り
、
こ
こ
ま
で
競
っ

て
上
が
っ
て
き
た
も
ん
だ
一
と
、

思
い
出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

これからも防犯運動にガンバリたい

　防犯運動の功績認められる

　倉俣地区のへっつり防犯連絡会長斉

喜俊二さんが、長年の防犯運動の功績

が認められ、県警本部長、県防犯協会

長から、このほど表彰を受けました。

　斉喜さんは、昭和52年5月、防犯連
絡会設立当初から防犯運動に積極的に

ご尽力されています。

熱演で寒さも吹き飛ばして

　悪天候で稲刈り遅れる

　9月下旬からの不順な天候と倒伏の

ため、清津川右岸段丘地の開田の稲刈

りが大幅に遅れ、11月5日にようやく

終了しました。倒れた稲が下の方から

腐りかけ濡れているため作業はたいへ

ん難航しました。いま水稲組合の人た

ちはホッとしています。

こっけの稲刈りはじめてだの一

結成20周年を祝う

　
中
里
村
の
体
育
活

動
の
振
興
と
体
位
の

向
上
を
め
ざ
し
て
作

ら
れ
た
中
里
村
体
育

協
会
が
、
結
成
二
十

周
年
を
迎
え
十
月
十

日
林
屋
旅
館
で
記
念

式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
里
村
体
育
協
会

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
新
潟
国
体
をますますスポーツの活発化を

控
え
た
昭
和
三
十
七
年
、
新
潟

県
が
「
県
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
を

提
唱
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

青
年
団
の
体
育
部
が
分
か
れ
て

組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
結
成
さ
れ
た
当
時
は
、
野
球

卓
球
、
排
球
、
籠
球
、
羽
根
球

陸
上
競
技
、
民
謡
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
、
柔
道
、
剣
道
、
山
岳
、

ス
キ
ー
の
十
一
部
で
発
足
し
ま

し
た
。

　
式
典
の
中
で
現
体
育
協
会
長

の
大
島
さ
ん
は
「
二
十
周
年
を

迎
え
、
こ
れ
を
契
機
に
ま
す
ま

す
、
、
中
里
村
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
活
発
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
一

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
歴
代
会
長
な
ど
二

十
一
人
は
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
共
に
が
ん
ぱ
ろ
う
と
気
持

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
魯
σ

　
　
　
　
　
タ
バ
コ
栽
培
を
始

　
　
　
糊
b
め
て
二
十
三
年
と
い

　
　
　
　
う
東
田
沢
の
服
部
さ

　
ー
・
簿
　
ん
。
服
部
さ
ん
は
、

　
　
　
　
タ
バ
コ
一
・
四
診
、

水
田
九
十
ア
ー
ル
、
ス
ズ
ラ
ン
十

ア
ー
ル
を
経
営
す
る
専
業
農
家

で
す
。
「
タ
バ
コ
が
導
入
さ
れ
る

前
は
、
随
分
い
ろ
い
ろ
な
作
物

、
を
作
っ
て
み
ま
し
た
が
、
タ
バ

コ
栽
培
が
一
番
安
定
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
最
近
は

価
格
の
低
迷
に
加
え
資
材
費
の

高
騰
で
た
い
へ
ん
で
す
。
」
こ
れ

か
ら
の
農
業
は
「
都
会
の
人
た

ち
の
故
郷
志
向
を
取
り
入
れ
た

観
光
農
業
に
も
目
を
向
け
る
必

東
田
沢

　
服
　
部
　
昭
　
ロ
さ
ん

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
一
と
、
語
っ
て
い
ま
す
。

　
若
者
を
村
仁
定
着
さ
せ
る
た

め
に
は
「
現
在
、
主
導
権
を
握

っ
て
い
る
人
た
ち
と
、
若
者
が

お
互
い
に
理
解
し
あ
い
、
今
後

の
農
業
経
営
を
真
剣
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
一
最

近
、
息
子
さ
ん
に
嫁
さ
ん
を
迎

え
ら
れ
た
服
部
さ
ん
は
「
農
家

も
休
日
の
と
れ
る
経
営
に
し
、

余
暇
を
楽
し
む
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
…
。
そ
う
す
れ
ば
、
農
家

に
嫁
さ
ん
も
来
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
一
最
後
に
一
言
、

「
人
生
二
人
三
脚
で
生
き
た
い
も

一
の
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

行事予定表
　　おもしろい行事などがありましたら

　　取材に行きます。連絡をください。

　　　　　　　　　崇変更することがあります。
　　　　　　　　　・御用の際は担当課で確認を

11㈲

テレホンサービス（0252）67－7000（10日～

15日・有機溶剤製品の取扱いは慎重に）

心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16二〇〇）

12（D

上越新幹線開業1周年記念（12日～15日
芸能祭、観光展、物産展、他　湯沢駅前
特設会場）

13（日） 休日救急医（富田医院02575－2－3269）

14（月）
婦人リーダー養成講座（婦人の学習
総合センター13：30～）

15（火）
テレホンサービス（15日～21日・通
信販売の注文は慎重に）

16㈹

17休》
家庭教育講座（子どものストレスと
行動、総合センター19：30～21：00）

18㈹

母親学級（10ぺ一ジ参照）

心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

妊婦検診（10ぺ一ジ参照）

19（D

20（日） 休日救急医（大島医院02575－2－2957）

21（月）
テレホンサービス（21日～25日・石油製
品の価格動向）

22（幻

年末調整説明会（総合センター14：00～）

貧血教室（保健センター9：00～
対象者には通知）

23（お 休日救急医（千手診療所02576－8－2034）

25㈲

テレホンサービス（25日～30日・消費生
活相談事例）

心配ごと・行政相談日（老人福祉センター
13：00～16＝00）

27（日）

家庭教育講座（親は子の鏡子は親の鏡・
総合センター13：30～）

休日救急医（中条病院σ2575－7－3018）

1（村

2（金）
心配こと相談日（老人福祉センター
10：00～16：00）

4（日） 休日救急医（千手診療所02576－8－2034）

5（月）

移動交通事故相談所（十日町市役所
10：00～15：00）

認可保育所説明会（総合センター13：30～）

7（水） 肥満教室（保健センター9100～
別紙通知）

9㈹

心配ごと相談日（老人福祉センター
10；00～16100）

税務相談室（十日町市役所10100～15：00）

10仕） 農業者年金、農地相談日（役場農政課）
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